
ビオトープは、ドイツ語の「Biotop」からきてお
り、「Bio(ビオ：生物)」、「Top(トープ：場所)」
を組み合わせた言葉で、「生き物が生息・生育する
場所」という意味です。自然環境はもちろん、人工
的に作られた池や草地、森なども含まれます。近
年、生き物の保全などを目的に、
ビオトープが注目されています。﻿

「ビオトープ」
って、なぁに？

農事組合法人 山本営農組合
組合長　稲葉さん

コープこうべでは、地域の団体と一緒にさまざまな取り組みを進めています。今回
は、但馬地域で地域問題を解決するため、ビオトープを作って管理や整備をしてい
る山本営農組合と一緒に活動する方々とコープこうべのコラボイベント「ビオトープ
で生き物を探せ！」を取材。取り組みについてお話しを伺いました。

自然の教室が、みんなの学び場

ビオトープの生き物を探せ！

山本営農組合×近畿大学附属豊岡中学校・高等学校×イキモノ見つけ隊×コープこうべ

稲葉さん：この地域も、高齢化などで農家の数が
年々減り、耕作されなくなって荒れた田んぼがどん
どん増えています。「これでは日本の昔からの風景が
なくなってしまう！」と、危機感を感じていまし
た。放置された田畑や地域の活性化についても考
え、使われなくなった田んぼをビオトープにして、
生き物を増やす取り組みを始めました。

なぜ、ビオトープ？
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第７地区本部  豊岡事務所

小田垣

イキモノみつけ隊

小田垣さん

近畿大学附属豊岡中学校

吉沢さん

小田垣さん：稲葉さんがビオトープ作りを始めたこ

とを知り、管理を手伝い始めました。整備をして、

たくさんの生き物が棲んでいることを知り、自分た

ちで生き物を探すようになったんです。「せっかくだ

し、ココで生き物を調べて学ぶ活動をしよう！」

と、「イキモノみつけ隊」を結成しました。イベント

のお手伝いを通して学生たちの活動を知り、つなが

りが

ビオトープの生き物を探せ！

小田垣：このイベントは、近畿大学附属豊岡高等

学校の自然科学部(鸛部)とコープのつながりがき

っかけで始まりました。「子どもに、地域の生き物

の豊かさやコウノトリのことをもっと知ってほし

い」という学生の想いから、鸛部と一緒に取り組

み始めました。

「ビオトープの生き物を探せ！」が
始まったきっかけ

吉沢さん：ビオトープは、たくさんの人にとっての

学びの場です。人は、「いろいろな生き物が住める

環境にするにはどうしたらよいか」「生息する生き

物を増やすためにはどうしたらよいか」を考えま

す。ビオトープについて、人が考えて取り組むから

こそ、生き物が増え、子どもたちの学びにもなり、

いい連鎖が起きるのだと思います。

りが生まれ、今では一緒に

ビオトープで生き物を調査

しています。

いずれはこのビオトープで、子どもたちの声が響

き渡るようにしたいねと、第2回目のイベントから

「山本ビオトープ」で開催しています。

とり
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小田垣：ビオトープに入るのをためらってい

た子も、中高生と一緒に生き物を探している

うちに慣れて、最後は泥だらけ！(笑)「獲れ

た！」と嬉しそうに教えてくれました。この

経験は、きっと大人になっても大切に思えま

す。自然が大切だと分かっていても、体験し

ないとわからないこともあるので、幼少期に

いろいろな体験をして、自然の大切さを学ん

でもらいたいですね。

ビオトープの生き物を探せ！

吉沢さん：そうですね！子どもたちは、すぐに飽

きてしまうかな？と思っていましたが、生き物の

採取後もたくさんの質問をしてくれました！話す

こ

近畿大学附属豊岡中学校

奥野さん

奥野さん：子どもの頃はいろいろなものに興味があ

って、生き物に触れる機会も多いですが、大人にな

るとそういう機会もあまりなくなってしまいます。

このイベントを通して、大人も子どもも生き物にも

っと触れることで、たくさん学んでくれたら嬉しい

ですね！

実際にイベントをしてみてどうですか？

ことで、参加者には生き物の生態を学ぶ機

会になるし、僕たち学生には"どうすれば

うまく人に教えられるのか"を考える機会

になりました。参加者にも自分たちにも

WIN＝WINの貴重な体験で、僕も楽しく

過ごすことができました。

稲葉さん：そうですね。興味のある人にどんど

ん参加してもらって、この景色をもっとたくさ

んの人に見てもらいたいです。私たちは、自分

たちのできる範囲で、楽しみながらやれたらい

いなと思い、場所を提供しているので、賛同す

る方々と一緒に活動できて、若い人たちにも参

加してもらえて、嬉しいです。
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ビオトープの生き物を探せ！

今後はどんな活動をしたいですか？

小田垣さん：皆で頑張って維持・管理し

ているビオトープなので、いろいろな地

域からココに来てもらって、たくさんの

経験を持って帰ってもらいたいです。一

緒に取り組んでくれている学生にも、経

験したことを就職や進学で活かしてほし

いし、将来「一緒にやって良かったな！

僕も頑張ってビオトープをやってみようかな」とか「地域の取り組みを何か

応援してみようかな」と考えてもらえたらいいなと思っています。

吉沢さん：僕らは貴重な体験をさせてもらっ

ています。小さな取り組みですが、各地域で

こういう活動ができれば、他の地域にも広が

り、外来種が減ることにもつながるので、こ

んな取り組みがあることを、自分の周りの小

さなところからでも広めようと思います。

奥野さん：僕は、これからも生物の生態を調べ、外

来種を取り除いて、このビオトープでタガメが棲み

つけるような環境を作っていきたいですね。

小田垣さん：いいですね！これからも一緒

に活動をすることで、生き物の種類が増

え、ビオトープがよりよい環境になるよう

にしたいです。そして、ここが子どもたち

の声が響くところになり、その子たちが大

人になったとき、小さな頃の体験を次の世

代に伝えたり、地域でやってきた経験で知

識を広げ、もっと自然や生き物に興味をも

つきっかけになってくれたらいいですね。

小田垣：参加者がたくさんの人に体験を伝

え、また新しい人がイベントに来てくれた

らいいですね。コープが関わることで地域

活性化のちょっとした力になれればいいな

と考えています。他の地域の方にもどんど

ん体験してもらえたら嬉しいです。これか

らも地域の方々と一緒に、この取り組みを

続けていきたいですね。
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ビオトープの生き物を探せ！

田んぼは一度放棄地になると、元に戻すのに数年かかると言われてい
ます。ビオトープを整備することで、多種多様な生き物が棲みつき、
自然の生態系を維持しています。また、田んぼに戻す際、回復にか
かる時間も早くなります。さらに、山に棲む動物と人との緩衝地帯に
なり、食害なども減少するとお聞きしました。ビオトープが生き物に
暮らしやすく自然環境を作り出していることを学びました。
秋にもビオトープで、生き物探しのイベントを開催します。
興味のある方は、ぜひご参加ください。

～第７地区本部 岡田本部長からひとこと～

稲葉さん：この活動で、地域が少しでも

明るくなり、生活の楽しみ方が増えると

いいですね。今後この良い景色が消えな

いように、小さなことでもやっていきた

いです。少しでも地域が活性化するよ

う、体が動く限り続けていきたいです

ね。また、こうやって多様な世代が関わ

り何かをすることで、我々大人の活性化

にもつながると考えています。

小田垣：このイベントは、コープ

こうべだけではできません。管理

してくれている方々がいて、生き

物の解説をしてくれる学生たちが

いてくれるからこそ、このイベン

トができています。それぞれの得

意なことを一緒に取り組んで活か

すことで、地域を盛り上げる活動

ができていると思います。

子どもたちが大きくなった時に「あの

経験は楽しかった！」「あれがあった

から、地域が好きになったな」と思っ

たり、将来但馬で「地域のために頑張

ろう」っていう気持ちになってくれた

りしたら

嬉しい

ですね。
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